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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】被加工物を設置する際に位置方向に配慮する必
要が無く、複数の異なる装置で容易に使用することが可
能となる歯科技工物の形状データの配置方法及びそれに
用いる切削加工機を提供する。
【解決手段】切削加工機に装着可能であり、かつ前記切
削加工機への装着方向が物理的に定義された保持具１に
、被加工物２を装着した状態で、撮像装置によって前記
被加工物の形状を撮影し、被加工物の形状データを取得
する工程と、目的とする歯科技工物の形状データが前記
被加工物の形状データ内の任意の位置に配置される工程
を備える、歯科技工物の形状データの配置方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義された
保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置によって前記被加工物の形状を撮影し、
被加工物の形状データを取得する工程と、目的とする歯科技工物の形状データが前記被加
工物の形状データ内の任意の位置に配置される工程を備える、歯科技工物の形状データの
配置方法。
【請求項２】
　前記保持具が、位置情報を示す目印を少なくとも１個以上備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記目印が二次元座標系の位置情報を有する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記撮像装置がデジタルカメラである、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記保持具が、前記被加工物を固定するための補助具を備える、請求項１～４のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項６】
　切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義された
保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置によって前記被加工物の形状を撮影し、
被加工物の形状データを取得する工程を備える、被加工物の形状データの取得方法。
【請求項７】
　前記保持具が、前記被加工物を固定するための補助具を備える、請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義された
保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置によって前記被加工物の形状を撮影し、
被加工物の形状データを取得する工程と、目的とする歯科技工物の形状データが前記被加
工物の形状データ内の任意の位置に配置される工程と、前記被加工物を切削加工して前記
歯科技工物を取得する工程とを備える、歯科技工物の製造方法。
【請求項９】
　切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義された
保持具に装着された被加工物を撮影する撮像部、及び目的とする歯科技工物の形状データ
を被加工物の形状データ内の任意の位置に配置する処理部を備える、切削加工機。
【請求項１０】
　前記撮像部によって撮影された画像から、前記保持具が備える目印の位置を取得する取
得部と、前記目印が切削加工機に装着される所定の位置を記憶する記憶部と、前記保持具
が備える目印の位置と前記記憶部に記憶されている目印の所定位置とを合成する合成部と
をさらに備える、請求項９に記載の切削加工機。
【請求項１１】
　前記目印が二次元座標系の位置情報を有する、請求項１０に記載の切削加工機。
【請求項１２】
　前記撮像部としてデジタルカメラを有する、請求項９～１１のいずれか１項に記載の切
削加工機。
【請求項１３】
　前記デジタルカメラに対応する光源として、レーザー光若しくは縞状光等の光源装置を
有する、請求項１２に記載の切削加工機。
【請求項１４】
　請求項９～１３のいずれか１項に記載の切削加工機を備える、ＣＡＤ／ＣＡＭシステム
。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科技工物の形状データの配置方法及びそれに用いる切削加工機に関する。
より詳しくは、歯科技工物の形状データを被加工物の形状データ内の最適な位置に配置す
る方法及び切削加工機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　歯科分野において、ＣＡＤ／ＣＡＭ技術を用いて、被加工物を削り出して歯科修復物を
製造する方法が知られている。近年、このＣＡＤ／ＣＡＭ技術を用いて、被加工物から複
数の歯科修復物を切削されるようになった。
【０００３】
　さらに、コスト削減の観点から、歯科修復物を切削した後に残った、一部が欠けた被加
工物から、新たに歯科修復物をより多く切削するようになった。その際、ＣＡＤソフトウ
ェア上では、被加工物の切削されていない部分で歯科修復物を切削加工できるように、切
削された部分を避けて設計できる。また、ＣＡＤ／ＣＡＭ技術を用いる際、例えば、ディ
スク状の被加工物（歯科用ミルブランク）から歯科修復物を削り出す際には、被加工物の
位置情報をＣＡＭソフトウェア上で一度読み込み、形状データとして取得する必要がある
。一度切削加工された被加工物を再利用する場合、当該被加工物の形状データの位置方向
と、ＣＡＭに設置された切削された部分を有する被加工物との位置方向を一致させる必要
があった。そのため、従来、一度切削加工された被加工物を再利用するためには、その都
度、形状データが必要になり、被加工物の消費量の管理を必要とし、被加工物の切削され
ていない部分を、形状データとしてＣＡＭソフトウェア内に保存していた。
【０００４】
　しかしながら、切削された部分を有する被加工物をＣＡＭに設置する場合、切削された
部分を有する被加工物が前回の切削加工時に設置されていた方向が分からないために、被
加工物の切削されていない部分で歯科修復物を切削加工できるように、容易に設置するこ
とができないという問題があった。
【０００５】
　この問題に対して、被加工物の切削されていない部分の形状データの位置方向と、当該
被加工物との位置方向が一致するよう、被加工物に位置決め切欠部を付与する技術が知ら
れている（特許文献１参照）。
【０００６】
　また、前回の切削加工時に設置されていた位置方向の情報を含む形状データを紛失した
場合や、前回切削加工したＣＡＤ／ＣＡＭシステムとは異なる場所の切削加工機を使用し
前回の形状データが利用できない場合等の事情によって形状データの位置方向が分からな
い場合、例えば、切削された部分を有する歯科用ミルブランクディスクについては、ディ
スクの配置データを取得する方法が提案されている（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第６３４４８０８号公報
【特許文献２】特開２０１８－１７１３１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１で開示されている方法では、被加工物の切削加工後に残った
部分を、前回の加工時とは異なる切削加工機で使用する場合においては、形状データが利
用できないため、有効な方法ではないという問題があった。また、特許文献２で開示され
る方法は、前回の切削加工時に設置されていた方向が分からないことに起因して、被加工
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物の方向を決定するために、撮像工程後に画像データの補正等の複数の工程を有しており
、煩雑であるとともに、特許文献２に開示されるプログラムを使用する必要があった。さ
らに、特許文献２の方法では、データが得られる対象が円柱状のディスクに限定されると
いう問題もあった。
【０００９】
　本発明は、被加工物を設置する際に位置方向に配慮する必要が無く、複数の異なる装置
で容易に使用することが可能となる歯科技工物の形状データの配置方法及びそれに用いる
切削加工機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記課題について鋭意検討した結果、特定の方法及び切削加工機により
、上記課題を解決できることを見出した。
【００１１】
　すなわち本発明は、以下の発明を包含する。
［１］切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義さ
れた保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置によって前記被加工物の形状を撮影
し、被加工物の形状データを取得する工程と、目的とする歯科技工物の形状データが前記
被加工物の形状データ内の任意の位置に配置される工程を備える、歯科技工物の形状デー
タの配置方法。
［２］前記保持具が、位置情報を示す目印を少なくとも１個以上備える、［１］に記載の
方法。
［３］前記目印が二次元座標系の位置情報を有する、［２］に記載の方法。
［４］前記撮像装置がデジタルカメラである、［１］～［３］のいずれかに記載の方法。
［５］前記保持具が、前記被加工物を固定するための補助具を備える、［１］～［４］の
いずれかに記載の方法。
［６］切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義さ
れた保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置によって前記被加工物の形状を撮影
し、被加工物の形状データを取得する工程を備える、被加工物の形状データの取得方法。
［７］前記保持具が、前記被加工物を固定するための補助具を備える、［６］に記載の方
法。
［８］切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義さ
れた保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置によって前記被加工物の形状を撮影
し、被加工物の形状データを取得する工程と、目的とする歯科技工物の形状データが前記
被加工物の形状データ内の任意の位置に配置される工程と、前記被加工物を切削加工して
前記歯科技工物を取得する工程とを備える、歯科技工物の製造方法。
［９］切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義さ
れた保持具に装着された被加工物を撮影する撮像部、及び目的とする歯科技工物の形状デ
ータを被加工物の形状データ内の任意の位置に配置する処理部を備える、切削加工機。
［１０］前記撮像部によって撮影された画像から、前記保持具が備える目印の位置を取得
する取得部と、前記目印が切削加工機に装着される所定の位置を記憶する記憶部と、前記
保持具が備える目印の位置と前記記憶部に記憶されている目印の所定位置とを合成する合
成部とをさらに備える、［９］に記載の切削加工機。
［１１］前記目印が二次元座標系の位置情報を有する、［１０］に記載の切削加工機。
［１２］前記撮像部としてデジタルカメラを有する、［９］～［１１］のいずれかに記載
の切削加工機。
［１３］前記デジタルカメラに対応する光源として、レーザー光若しくは縞状光等の光源
装置を有する、［１２］に記載の切削加工機。
［１４］［９］～［１３］のいずれかに記載の切削加工機を備える、ＣＡＤ／ＣＡＭシス
テム。
【発明の効果】
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【００１２】
　本発明によれば、被加工物を設置する際に位置方向に配慮する必要が無く、被加工物を
複数の異なる装置で容易に使用することが可能となる。そのため、歯科技工物を切削した
後の被加工物から新たに歯科技工物を切削する場合においても、容易に被加工物の形状デ
ータを取得でき、前記被加工物の形状データ内に目的とする歯科技工物の形状データを適
切に配置することが可能となる。また、本発明によれば、新品状態で円柱状（ディスク状
）とは形状の異なる特殊な被加工材料（例えば、直方体状等の四角柱状等）を使用する際
にも容易に被加工物の形状データを取得でき、前記被加工物の形状データ内に目的とする
歯科技工物の形状データを適切に配置することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る保持具である。
【図２】本発明の一実施形態に係る保持具と補助具に装着された被加工物である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明のある実施形態としては、切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工機へ
の装着方向が物理的に定義された保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置によっ
て前記被加工物の形状を撮影し、被加工物の形状データを取得する工程と、目的とする歯
科技工物の形状データを前記被加工物の形状データ内の任意の位置に配置される工程を備
える、歯科技工物の形状データの配置方法が挙げられる。
【００１５】
　本発明における保持具とは、被加工物を切削加工機の所定の場所に装着するために用い
られる。装着された被加工物は切削加工機の所定の場所に固定される。保持具は切削加工
機に装着可能なものであって、既定の切削加工機と組み合わせて用いられる。また、前記
保持具は切削加工機への装着方向が物理的に定義されたものである。切削加工機への装着
方向が物理的に定義されているとは、具体的には、切削加工機に保持具が一定方向で固定
されているものや、保持具の形状的な設計によって切削加工機への装着方向が定義されて
いて、一定方向にしか装着できないものを含む。前記保持具としては、前記構成を備える
限り、市販品を使用することもできる。前記保持具の形状は、切削加工機の所定の場所に
装着でき、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義されたものである限り、限定
されない。
【００１６】
　本発明に用いる保持具及び被加工物の例を図１に示す。図１では、被加工物２は円柱状
（ディスク状）である。図１では、被加工物２は、切削加工機の回転軸５に装着される。
本発明に用いる保持具は、位置情報を示す目印を少なくとも１個以上備える。前記目印は
、二次元座標系の位置情報を有するものが好ましく、三次元座標系の位置情報を有するも
のであってもよい。前記目印としては、ＸＹ方向の情報を読み取ることができる限り限定
されず、例えば、格子状のラベル、四角錐等であってもよい。前記目印が保持具１におい
て備えられる位置は、認識できる限り、特に限定されない。図１では、保持具１は位置情
報を示す目印４を１個備える。また、本発明に用いる保持具は切削加工機へ固定するため
の固定部を備える。前記固定部は、位置情報を示す目印を兼ねていてもよい。本発明に用
いる保持具は、市販品を用いてもよい。市販品の保持具を用いる場合、例えば、当該市販
品に二次元座標系の位置情報を有する目印を付けることが好ましい。
【００１７】
　本発明では、保持具は切削加工機への装着方向が予め物理的に定義されているため、被
加工物の方向を決定する必要はない。そのため、本発明は、被加工物の方向が不明である
ことを前提とし、被加工物のみによって形状データを取得する特許文献２とは技術的思想
が異なり、特許文献２のように切削加工前の被加工物の全体の輪郭を取得することが不要
であり、複数の画像データを取得する工程やそれらの画像データを補正させて対応させる
工程が不要となる上、補助具を前記保持具に組み合わせて使用することで、被加工物の形
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状も限定されることがない。
【００１８】
　本発明に用いる保持具は、前記被加工物を固定するための補助具を備えていてもよい。
前記補助具を備えることで、被加工物は、任意の形状であっても保持具に固定でき、保持
具とともに、切削加工機に装着可能になる。前記補助具は、被加工物を固定して保持する
ことでき、本発明の保持具に装着可能であれば、特に限定されない。前記補助具の形状は
、被加工物を固定するための固定部を有し、保持具に装着可能な形状であれば、特に限定
されず、例えば、図２に示されるような形状であってもよい。
【００１９】
　補助具を備える保持具の例を図２に示す。図２では、補助具３は、四角柱状の被加工物
２を保持しつつ、保持具１に装着されている。補助具３は、被加工物２を補助具３に固定
する固定部及び補助具３を保持具１に固定するための固定部を備える。被加工物２及び保
持具１を固定するための固定部の数は限定されない。前記固定部は、ボルトとナット、ネ
ジ等であってもよい。補助具３の材料は、特に限定されず、樹脂、陶材、金属、合金等で
あってもよいが、強度の面から、金属、合金等が好ましい。
【００２０】
　また、図２では、補助具３は、位置情報を示す目印４を１個備える。補助具３は、位置
情報を示す目印４を少なくとも１個以上備えることが好ましい。前記目印４は、二次元座
標系の位置情報を有するものが好ましく、三次元座標系の位置情報を有するものであって
もよい。前記目印４としては、ＸＹ方向の情報を読み取ることができる限り限定されず、
例えば、格子状のラベル、四角錐等であってもよい。前記目印４が補助具３において備え
られる位置は、認識できる限り、特に限定されない。
【００２１】
　本発明の方法は、前記保持具に被加工物を装着した状態で、撮像装置によって前記被加
工物の形状を撮影し、被加工物の形状データを取得する工程を備える。該撮像装置として
は、被加工物の形状を適切に撮像できるものであれば限定されないが、撮影した画像を簡
便にＣＡＭソフトウェアに取り込むことができる点から、例えばデジタルカメラを用いる
ことが好ましい。前記デジタルカメラは、静止画を撮影でき、前記静止画を画像データと
して取得できるものであればよく、動画を撮影できるものであってもよい。前記デジタル
カメラの画素数は、被加工物の形状を撮影できるものであれば、特に限定されず、例えば
、１０万画素以上であってもよい。前記デジタルカメラとしては、例えば、デジタル一眼
レフカメラ、コンパクトデジタルカメラ等であってもよく、携帯電話に内蔵されるカメラ
、携帯情報端末（ＰＤＡ Personal Digital Assist）、スマートフォン等に内蔵されるカ
メラ、デジタル一眼レフカメラ、コンパクトデジタルカメラ等が挙げられる。デジタルカ
メラは、市販品を使用できる。該撮像装置に対応する光源としては、自然光を用いてもよ
く、レーザー光若しくは縞状光を用いてもよく、これらを発生させる光源装置を併用して
もよい。被加工物の形状データはＣＡＭソフトウェア内に入力されて、ＣＡＭソフトウェ
ア内で被加工物の切削加工後に残った部分の形状及び位置情報をオペレーターが認識する
ことができる。
【００２２】
　本発明の方法では歯科技工物の形状データを用いる。前記歯科技工物の形状データはＣ
ＡＤソフトウェアから出力されたデータであり、ＣＡＭソフトウェアに入力されて用いら
れる。前記歯科技工物の形状データは、予め作製されたデータである。
【００２３】
　本発明に用いるＣＡＤソフトウェアは、特に限定されず、市販品を使用することができ
る。ＣＡＤソフトウェアの市販品としては、例えば、「ＤＷＯＳ－ＣＮＢ」、「ＤＷＯＳ
－ＰＦＷ」、「ＤＷＯＳ－ＦＤＭ」、「ＤＷＯＳ－ＩＭＰ」、「ＤＷＯＳ－ＯＡＲ」、「
ＤＷＯＳ－ＢＳＰ」等のＤＷＯＳシリーズ（ＤｅｎｔａｌＷｉｎｇｓ社製）等が挙げられ
る。
【００２４】



(7) JP 2020-137956 A 2020.9.3

10

20

30

40

50

　本発明に用いるＣＡＭソフトウェアは、特に限定されず、市販品を使用することができ
る。ＣＡＭソフトウェアの市販品としては、例えば、オープンＣＡＭソフトウェア「Ｗｏ
ｒｋＮＣ　Ｄｅｎｔａｌ」（Ｖｅｒｏ社製）、「ＧＯ２ｄｅｎｔａｌ」（Ｇｏ２ｃａｍ社
製）等が挙げられる。
【００２５】
　本発明の他のある実施形態としては、切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工
機への装着方向が物理的に定義された保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置に
よって前記被加工物の形状を撮影し、被加工物の形状データを取得する工程を備える、被
加工物の形状データの取得方法が挙げられる。本方法における工程は、前記歯科技工物の
形状データの配置方法の工程と同様である。
【００２６】
　本発明の方法は、前記歯科技工物の形状データがＣＡＭソフトウェアを用いて前記被加
工物の形状データ内でオペレーターの判断によって任意の場所に配置される工程を備える
。
【００２７】
　以上のようにして得られた被加工物の形状データ内に配置された歯科技工物の形状デー
タに対し、ＣＡＭソフトウェア内で加工用のＮＣ（Ｎｕｍｅｒｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
）データに変換をする演算作業を行うことができる。演算作業によって得られたＮＣデー
タを用いて、切削加工を行うことができる。
【００２８】
　本発明の他のある実施形態としては、切削加工機に装着可能であり、かつ前記切削加工
機への装着方向が物理的に定義された保持具に、被加工物を装着した状態で、撮像装置に
よって前記被加工物の形状を撮影し、被加工物の形状データを取得する工程と、目的とす
る歯科技工物の形状データが前記被加工物の形状データ内の任意の位置に配置される工程
と、前記被加工物を切削加工して前記歯科技工物を取得する工程とを備える、歯科技工物
の製造方法が挙げられる。本方法における、被加工物の形状データ取得工程及び歯科技工
物の形状データの配置工程は、前記歯科技工物の形状データの配置方法の工程と同様であ
る。切削加工は、上記のように、ＮＣデータを用いて行うことができる。
【００２９】
　以上の方法を実行するための装置として、本発明の切削加工機は、切削加工機に装着可
能であり、かつ前記切削加工機への装着方向が物理的に定義された保持具に装着された被
加工物を撮影する撮像部、及び目的とする歯科技工物の形状データを被加工物の形状デー
タ内の任意の位置に配置する処理部を備える。
【００３０】
　前記撮像部に相当する撮像装置は、本発明の切削加工機内に設けられてもよいが、切削
加工機から独立していてもよい。撮像装置が切削加工機から独立している場合、前記保持
具は位置情報を示す目印を少なくとも１個以上備えることが好ましい。被加工物を前記保
持具に装着した状態で、前記被加工物の形状を撮影する。被加工物の形状の撮影後に前記
保持具は切削加工機に装着され、前記目印を基に保持具の装着方向をＣＡＭソフトウェア
における形状データ上で定義することが可能である。これによって切削加工機内の被加工
物の設置方向が形状データ上で定まり、ＣＡＭソフトウェア内で被加工物の形状及び位置
情報をオペレーターが認識することができる。
【００３１】
　撮像装置が独立している場合は、ＣＡＭソフトウェア内で被加工物の形状及び位置情報
をオペレーターが認識する観点から、前記撮像部によって撮影された画像から、前記保持
具が備える目印の位置を取得する取得部と、前記目印が切削加工機に装着される所定の位
置（切削加工機の回転軸上の保持具装着位置）を記憶する記憶部と、前記保持具が備える
目印の位置と前記記憶部に記憶されている目印の所定位置とを合成する合成部とをさらに
備えることが好ましい。
【００３２】
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　前記取得部は、前記撮像部によって撮影された画像から、前記保持具が備える目印の位
置情報を取得する。取得部としては、前記保持具が備える目印の位置情報を読み取ること
ができるスキャン機能を有していれば、特に限定されず、スキャナーを使用できる。
【００３３】
　前記記憶部は、前記取得部で取得した目印の位置情報とは別に、前記目印が切削加工機
に装着される所定の位置（切削加工機の回転軸上の保持具装着位置）を記憶する。記憶部
としては、当該目印の位置情報データを記憶できる記憶装置であれば、特に限定されず、
使用できる。記憶装置としては、主記憶装置であってもよく、外部記憶装置であってもよ
い。主記憶装置としては、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ等のＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリ
等の揮発性の半導体メモリ等が挙げられる。外部記憶装置としては、ハードディスク、フ
レキシブルディスク、ＳＳＤ、ＣＤ、ＤＶＤ、ＳＤメモリカード、ＵＳＢメモリ等の記憶
媒体が挙げられる。前記記憶部が備える当該目印の位置情報データは、予め前記記憶装置
に保存されているものを使用できる。
【００３４】
　前記合成部では、取得部で取得した前記保持具が備える目印の位置と、前記記憶部に記
憶されている目印の所定位置とを合成する、すなわち両者の位置合わせをする。合成する
ことで、保持具が切削加工機に装着されていない状態でも撮像部による撮影が可能となる
。
【００３５】
　本発明に用いる切削加工機は、被加工物に応じて、デスクトップ加工機、大型マシニン
グセンター（汎用工作加工機）等が挙げられる。切削加工機としては、例えば、卓上加工
機「ＤＷＸ－５０」、「ＤＷＸ－４」、「ＤＷＸ－４Ｗ」、「ＤＷＸ－５２Ｄ」、「ＤＷ
Ｘ－５２ＤＣｉ」（ローランド　ディー.ジー.株式会社製）等が挙げられる。
【００３６】
　本発明における方法及び切削加工機では、予め切削加工機への装着方向が物理的に定義
された保持具を用いて、被加工物の形状を撮影し、被加工物の形状データを取得するため
、切削加工機内に被加工物を単に設置して、撮影するだけで、被加工物の形状データを取
得でき、ＣＡＭソフトウェア内で被加工物の形状及び位置情報をオペレーターが容易に認
識することができる。そのため、歯科技工物を切削した後の残りの被加工物を再利用でき
る。また、補助具を使用することで、被加工物が新品状態で円柱状（例えば、ディスク状
）とは形状の異なる特殊な被加工材料（例えば、直方体状等の四角柱状等）であってもよ
く、任意の形状の被加工材料を使用することができる。また、本発明の他のある実施形態
としては、前記切削加工機を備える、ＣＡＤ／ＣＡＭシステムが挙げられる。
【００３７】
　被加工物が円柱状以外の形状の場合、補助具（アダプタ）を前記保持具に組み合わせて
用いることで、切削加工機への装着方向を物理的に決定できる。補助具を用いる場合、被
加工物は補助具と保持具に装着された状態で、切削加工機へ装着される。補助具を介して
保持具に装着された被加工物は、撮像装置によってその形状を撮影し、被加工物の形状デ
ータが取得される。その後、前記被加工物の形状データ内の任意の位置に、目的とする歯
科技工物の形状データを配置することができる。目的とする歯科技工物の形状データは、
オペレーターがＣＡＭソフトウェア内で、前記被加工物の形状データ内の任意の範囲にお
いて、適宜最適な位置を確認しながら、選択して配置できる。
【００３８】
　本発明における歯科技工物としては、歯科修復物（クラウン、ブリッジ、インレー、ア
ンレー、ベニア等）、歯列模型、矯正装置（マウスピース等）、義歯床、人工歯などが挙
げられる。
【符号の説明】
【００３９】
　１　　保持具
　２　　被加工物
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　３　　補助具
　４　　位置情報を示す目印
　５　　回転軸

【図１】

【図２】
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